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序

　豊かな自然に囲まれ、そびえて高い八甲田山を望み、北国の紺碧の空

を仰ぎ、日輪あまねく輝くところの青森市には、当時世界一住みやす

かった所で日本最大の縄文集落で一躍有名になった三内丸山遺跡や国史

跡の指定を受けたストーンサークルを主体とする小牧野遺跡などの数多

くの遺跡が所在しております。

　しかし、これらの遺跡の大部分は、道路建設等の開発や宅地開発等の

開発に伴い消滅の危機に瀕しております。

　そのような状況のため、青森市教育委員会では、国庫・県の補助金の

交付を受けて、平成4年度から市内遺跡詳細分布調査を実施してきてお

ります。

　この事業の目的は、埋蔵文化財保護行政の立場から各種開発事業との

調整を図るうえで最も基本となる、遺跡の戸籍台帳とも言うべき遺跡台

帳の整備であります。

　本書は、平成6年度に実施した調査結果をまとめたものであり、本市

における埋蔵文化財の保護に貢献できれば幸いです。

　本書を刊行できましたことは、文化庁・県教育庁文化課をはじめ、調

査員の方々や関係各機関のご指導、ご協力の賜物によるものと深く感謝

の意を表する次第であります。

　　　平成7年3月

青森市教育委員会

教育長　池　田　　敬　　



例　　　　言

1．本書は、国庫補助金の交付を受けて平成6年度に実施した青森市内遺跡詳細分布調査事業の報

告書である。

2．本文中の遺跡の位置図には、国土地理院発行の2万5千分の1の地図を利用し、上辺を北に統

一して掲載した。なお、範囲は地中にあるという遺跡の特異性により、あくまでも目安であり確

定的なものではない。

3．本書に掲載した遺跡は、新規登録遺跡と範囲を拡張した遺跡のみにとどめ、調査対象遺跡で

あっても現状変更の無い遺跡は掲載を省略した。

4．分布調査において表面採集した資料は、青森市教育委員会が保管している。

5．本書の作成にあたり、次の機関にご指導を賜った。ここに深く感謝の意を表する次第である。

　　文化庁・青森県教育庁文化課
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第Ⅰ章　事業実施の概要

第1節　調査に至る経緯

　埋蔵文化財保護行政を推進していくうえで最も基本的なことは、市内に所在する埋蔵文化財包

蔵地の数・範囲・現況等の詳細な基礎資料を整備しておくことである。

　近年、道路建設をはじめとする多種多様な開発事業が増加してきており、それに伴い埋蔵文化

財が危機に瀕している。このような、開発と保護という表裏一体の両者を円滑に調整していくた

めにも、市内の埋蔵文化財に関する資料は必要不可欠のものであり、その資料整備は急務なこと

である。

　このことをふまえ、当市の埋蔵文化財保護行政を推進していくためには、管内を対象とした遺

跡分布調査を実施する必要があり、この事業内容を標記の事業名称で国庫補助金の交付を受け実

施したものである。

第2節　調査要項

1．対象地区

　�青森市内全域

2．事業期間

　�平成6年6月1日～平成7年3月31日

3．調査主体者

　�青森市教育委員会

4．調査指導機関

　�文化庁

　�青森県教育庁文化課

5．調査体制

　�調査員　　　坂　本　洋　一

　　　　　　　�奈　良　昌　毅

　　　　　　　�長　崎　勝　巳

　　　　　　�　金　山　晃　道

　�事務局　　　青森市教育委員会

　　�教�　育�　長　　花　田　陽　悟（現青森市助役）

　　　　　〃　　　���池　田　　　敬

　　�生涯学習部長　　矢　野　順　平

　　�社会教育課長　　津　川　久　善
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���　同　課　長　補　佐　�������遠��藤��正�夫

���　同課主幹兼埋蔵文化財係長�　塩��谷��光�男

���　同　課　指　導　主　事　　�長��沼��圭�一

　　　　　　〃　　　　　　　　　得��差��義�男

　　　　　　〃　　　　　　　　　小��林�　��淳

　�　同　課　主　査　　　　　　�武��田　　�均

　　�同　課　主　事　　　　　　�田��澤　淳�逸

　　　　　　〃　　　　　　　　　上��野　隆�博

6．調査方法

　調査地域は市内全域を原則とし、特に開発が予想される地域を重点対象とした。

　調査方法は、地表面の観察と地形などを考慮に入れた現地踏査を原則とした。
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第Ⅱ章　調　査　概　要

第1節　調査地区

　調査は6月から12月上旬まで実施した。対象地区は、標高500m以上の山岳地帯と海、河川、市

街地を除いた市内全域とした。特に開発が予想される地域を重点的に踏査し、畑地等の表土が露

出して表面観察が確実にできる地点を調査した。また、開発申請があった地区の現地立ち会いや

周辺調査、一般市民からの情報提供をもとにした調査等も行った。

　新規登録遺跡

　　◎矢田・宮田地区��　菖蒲沢(1)遺跡、菖蒲沢(2)遺跡、宮田米山(1)遺跡、諏訪沢山辺(1)遺跡

　　◎駒　込　地　区　　深沢(1)遺跡、深沢（2）遺跡、月見野(4)遺跡、大矢沢里見(1)遺跡

　　◎大　谷　地　区　　亀山(1)遺跡、亀山(2)遺跡、亀山(3)遺跡、桜苅(1)遺跡

　　◎三　内　地　区　　三内沢部(3)遺跡、三内沢部(4)遺跡

　　◎新　城　地　区　　新城平岡(3)遺跡

　　◎そ　　の　　他　　山吹(4)遺跡、川瀬(1)遺跡、合子沢山崎(1)遺跡

　範囲を拡張した遺跡

　　◎戸　山　地　区　　戸山遺跡

　　◎駒　込　地　区　　梨ノ木平牧場遺跡

第1図　調査地点
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遺�跡�名 菖蒲沢（1）遺跡 現　　況 山林・原野

遺跡番号 01229 時　　代 縄文時代後期

所�在�地 青森市大字矢田字菖蒲沢 遺　　物 縄文土器数片

種　　別 散布地

立　　地 丘陵
備　　考 周知の遺跡の確認調査時の発見

遺�跡�名 菖蒲沢（2）遺跡 現　　況 畑地

遺跡番号 01230 時　　代 縄文時代晩期

所�在�地 青森市大字矢田字菖蒲沢 遺　　物 縄文土器数片

種　　別 散布地

立　　地 丘陵
備　　考

周知の遺跡の確認調査時の発見
現在畑地として使用されている
将来拡張の可能性あり

第2節　新規登録遺跡

写真1　近景 位置図　1

写真2　近景 位置図　2
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遺�跡�名 宮田米山（1）遺跡 現　　況 畑地・原野

遺跡番号 01231 時　　代 縄文時代

所�在�地 青森市大字宮田字米山 遺　　物 縄文土器数片

種　　別 散布地

立　　地 丘陵
備　　考 周知の遺跡の確認調査時の発見

一部畑地として使用されている

遺�跡�名 諏訪沢山辺（1）遺跡 現　　況 山林・原野

遺跡番号 01232 時　　代 縄文時代

所�在�地 青森市大字諏訪沢字山辺 遺　　物 縄文土器数片

種　　別 散布地

立　　地 丘陵
備　　考 周知の遺跡の確認調査時の発見

写真4　近景 位置図　4

写真3　近景 位置図　3
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遺�跡�名 深沢（1）遺跡 現　　況 山林・原野

遺跡番号 01233 時　　代 縄文時代後期・晩期

所�在�地 青森市大字駒込字深沢 遺　　物 縄文土器数片

種　　別 散布地

立　　地 丘陵
備　　考 周知の遺跡の確認調査時の発見

遺�跡�名 深沢（2）遺跡 現　　況 原野

遺跡番号 01234 時　　代 縄文時代前期・後期

所�在�地 青森市大字駒込字深沢 遺　　物 縄文土器数片

種　　別 散布地

立　　地 丘陵
備　　考 周知の遺跡の確認調査時の発見

道路により一部削平されている

写真5　近景 位置図　5

写真6　近景 位置図　6
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遺�跡�名 月見野（4）遺跡 現　　況 畑地・原野

遺跡番号 01235 時　　代 縄文時代後期

所�在�地 青森市大字駒込字月見野 遺　　物 縄文土器数片

種　　別 散布地

立　　地 丘陵
備　　考

周知の遺跡の確認調査時の発見
一部畑地として使用されている
玉清水遺跡群として統合の可能性あり

遺�跡�名 大矢沢里見（1）遺跡 現　　況 畑地

遺跡番号 01236 時　　代 縄文時代

所�在�地 青森市大字大矢沢字里見 遺　　物 縄文土器数片・凹石1点

種　　別 散布地

立　　地 丘陵
備　　考

周知の遺跡の確認調査時の発見
畑地として使用されている
将来拡張の可能性あり

写真7　近景 位置図　7

写真8　近景 位置図　8
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遺�跡�名 山吹（4）遺跡 現　　況 畑地・山林

遺跡番号 01237 時　　代 縄文時代・平安時代

所�在�地 青森市大字大別内字山吹 遺　　物 縄文土器数片・土師器1点

種　　別 散布地

立　　地 丘陵
備　　考 周知の遺跡の確認調査時の発見

山吹遺跡群として統合の可能性あり

遺�跡�名 川瀬（1）遺跡 現　　況 畑地

遺跡番号 01238 時　　代 平安時代

所�在�地 青森市大字高田字川瀬　　　 遺　　物 土師器数片・須恵器数片

種　　別 散布地

立　　地 丘陵（自然堤防状）
備　　考 周知の遺跡の確認調査時の発見

畑地として使用されている

写真9　近景 位置図　9

写真10　遠景 位置図　10
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遺�跡�名 三内沢部（3）遺跡 現　　況 畑地

遺跡番号 01239 時　　代 縄文時代・平安時代

所�在�地 青森市大字三内字沢部 遺　　物 縄文土器数片・土師器数片

種　　別 散布地

立　　地 丘陵
備　　考 周知の遺跡の確認調査時の発見

畑地として使用されている

遺�跡�名 三内沢部（4）遺跡 現　　況 畑地

遺跡番号 01240 時　　代 平安時代

所�在�地 青森市大字三内字沢部 遺　　物 土師器数片

種　　別 散布地

立　　地 丘陵
備　　考 周知の遺跡の確認調査時の発見

一部畑地として使用されている

写真11　遠景 位置図　11

写真12　近景 位置図　12
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遺�跡�名 亀山（1）遺跡 現　　況 山林・原野

遺跡番号 01242 時　　代 縄文時代後期・晩期

所�在�地 青森市大字小館字亀山 遺　　物 縄文土器数片・石核1点

種　　別 散布地

立　　地 丘陵
備　　考

周知の遺跡の確認調査時の発見
亀山遺跡群として統合の可能性あり

遺�跡�名 新城平岡（3）遺跡 現　　況 宅地

遺跡番号 01241 時　　代 平安時代

所�在�地 青森市大字新城字平岡 遺　　物 土師器数片

種　　別 散布地

立　　地 丘陵
備　　考

宅地開発に伴う周辺の確認調査時の発
見
開発により保存状態が極めて悪い

写真13　近景 位置図　13

写真14　遠景 位置図　14
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遺�跡�名 亀山（2）遺跡 現　　況 山林

遺跡番号 01243 時　　代 縄文時代前期・中期

所�在�地 青森市大字小館字亀山 遺　　物 縄文土器数片・石器2点

種　　別 散布地

立　　地 丘陵
備　　考 周知の遺跡の確認調査時の発見

亀山遺跡群として統合の可能性あり

遺�跡�名 亀山（3）遺跡 現　　況 山林

遺跡番号 01244 時　　代 縄文時代晩期

所�在�地 青森市大字小館字亀山 遺　　物 縄文土器数片

種　　別 散布地

立　　地 丘陵
備　　考 周知の遺跡の確認調査時の発見

亀山遺跡群として統合の可能性あり

写真15　遠景 位置図　15

写真16　遠景 位置図　16
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遺�跡�名 桜苅（1）遺跡 現　　況 山林・原野

遺跡番号 01245 時　　代 縄文時代前期・中期・後期

所�在�地 青森市大字小館字桜苅 遺　　物 縄文土器多数・磨石1点

種　　別 散布地

立　　地 丘陵
備　　考 周知の遺跡の確認調査時の発見

将来拡張の可能性あり

遺�跡�名 合子沢山崎（1）遺跡 現　　況 採草地

遺跡番号 01246 時　　代 縄文時代

所�在�地 青森市大字合子沢字山崎 遺　　物 縄文土器1片

種　　別 散布地

立　　地 丘陵
備　　考 周知の遺跡の確認調査時の発見

写真17　近景 位置図　17

写真18　遠景 位置図　18
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遺�跡�名 梨ノ木平牧場遺跡 現　　況 山林・原野

遺跡番号 01068 時　　代 縄文時代後期

所�在�地 青森市大字駒込字深沢 遺　　物 縄文土器数片

種　　別 散布地

立　　地 丘陵
備　　考 周知の遺跡の確認調査時の拡張

遺�跡�名 戸山遺跡 現　　況 宅地・畑地・原野

遺跡番号 01005 時　　代 縄文時代・平安時代

所�在�地 青森市大字戸山字赤坂 遺　　物 縄文土器数片・土師器数片・凹石

種　　別 散布地

立　　地 丘陵
備　　考 周知の遺跡の確認調査時の拡張

写真19　近景 位置図　19

写真20　遠景 位置図　20

第 3節　範囲を拡張した遺跡
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第4節　表面採集資料

　表面採集した遺物は、大半のものが磨滅した小片のため、時期を特定できるものが少なかった。

　その中でも保存状態が良好な桜苅(1)遺跡の遺物は縄文時代前期の土器の破片1点（第4図40　

写真23－43）と、中期全般にわたる土器（第4図41～47、49、50、第5図51－59　写真23－

44～50、52、53、写真24－54～59）と、後期に属すると思われる破片1点（第4図48　写真23

－51）が表面採集できた。縄文時代中期の一連の土器が表採できたということは、縄文人が桜苅

に約千年という長い期間住んでいた可能性がある。今後発掘調査をする機会に恵まれれば同じ台

地上に所在する小牧野遺跡との関連性を含め、縄文時代の貴重な情報が得られ、今後の研究の一

助になるであろう。

　石器については以下のとおりである。

　石匙一菖蒲沢(2)遺跡1点（第4図51写真21－ 20）

　　　　　全長3.8cm、最大幅4.0cm、厚さ0.7cm、重さ10.1ｇ材質　頁岩

　　　　　　横型石匙の欠損品である。両面調整によってつまみを作り出しており、刃部は主に

　　　　　背面を調整しており、腹面はほとんど調整していない。

　　　　亀山(2)遺跡1点（第4図52　写真22－ 34）

　　　　　全長5.2cm、最大幅3.5cm、厚さ0.9cm、重さ14.6ｇ、材質　頁岩

　　　　　　横型石匙の欠損品と思われる。全体に粗雑なつくりで刃部を両面から調整している。

　Uフレイク→亀山(2)遺跡1点（第4図53　写真22－ 36）

　　　　　全長3.4cm、最大幅2.6cm、厚さ0.7cm、重さ6.2ｇ、材質　頁岩

　　　　　　両側緑の片面のみに使用痕と思われる微細剥離がみられる。

　磨石→桜苅(1)遺跡1点（第5図62　写真24－ 61）

　　　　　全長15.1cm、最大幅4.5cm、最大高5.1cm、重さ541ｇ、材質　安山岩

　　　　　　細長い棒状の礫を使用しており、長軸の両端に敲打痕がみられ、機能面は底面と思

　　　　　われるが、面が荒れているため擦痕の方向は確認できない。

　凹石→戸山遺跡1点（第5図61写真24－ 62）

　　　　　全長12.3cm、最大幅9.2cm、最大高5.0cm、重さ536ｇ、材質　凝灰岩

　　　　　　やや偏平な楕円形の礫を使用し、両面に1つずつ凹みが見られる。

　　　　菖蒲沢(1)遺跡1点（第5図63　写真24－ 64）

　　　　　全長9.1cm、最大幅8.1cm、最大高4.7cm、重さ480ｇ、材質　安山岩

　　　　　　厚みのある円礫を使用し、片面に1つくぼみが見られる。

　　　　大矢沢里見(1)遺跡1点（第5図64　写真24－ 63）

　　　　　全長10.4cm、最大幅7.2cm、最大高3.2cm、重さ322ｇ、材質　凝灰岩

　　　　　　欠損品である。やや細長い偏平な礫を使用し、両面長軸方向に敲打痕がみられ、そ

　　　　　の範囲内に二ないし三つのくぼみが見られる。
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第2図　表面採集資料
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第3図　表面採集資料
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第4図　表面採集資料
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第5図　表面採集資料
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写真21
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写真23
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写真24
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お　わ　り　に

　今年度は三内丸山に始まり、三内丸山で締めくくられた一年であったように思われます。県総

合運動公園拡張工事に伴い県野球場建設予定地で行われていた三内丸山遺跡の発掘調査において、

厚さ2メートルを超える広範囲な盛土遺構や、規則正しく配置された直径1メートル近い巨大木

柱が6本発見され話題となりました。県民の熱意により県が工事の中止と遺跡の保存を決定した

ことは周知のとおりであります。三内丸山のように守られた遺跡もありますが、これは極めて稀

な例であります。開発に伴って発掘調査を行っている遺跡は、記録保存という手段をとっている

とはいえ消滅していることは事実であります。

　昨年度の分布調査により発見された青森市大字横内字桜峯に所在する桜峯(2)遺跡は、国道103

号道路改良工事に伴い今年度発掘調査が行われました。この遺跡も記録保存という形で永久保存

されます。

　今年度の調査で新規に18カ所を遺跡として登録し、青森市内に所在する遺跡数は平成7年3月

現在で246カ所になりました。新規登録遺跡の発見は、そのほとんどが周知の遺跡の現状確認調

査の際に偶然発見されたものであります。本書には新規登録遺跡と範囲を拡張した遺跡のみを掲

載しております。

　開発と埋蔵文化財保護という表裏一体の関係をより円滑に進めていくためにも、埋蔵文化財に

関する詳細な基礎資料の整備が急務であります。

　周知の遺跡の現状把握はもとより未発見の遺跡を含め、よりきめ細かな調査を実施し、今後の

課題として統合・拡張・縮小の可能性のある遺跡や消滅の危機にさらされている遺跡等のリスト

の整備も行っていきたいと思っております。

　また、庁内の開発担当部局との連絡を密にし、開発予定地を早期に把握しておき、事前に調査

できるような体制を強化していくことも課題の一つであります。

　今年度は、三内丸山遺跡の影響で、埋蔵文化財に対する市民の関心が急激に高まった一年で

あったように思われます。特に熱心な方は自分で保管している遺物や遺物の写真を持参し、その

遺物の出土場所の情報提供をしてくださいました。このような熱意が冷めないように、より一層

の埋蔵文化財保護を呼びかける努力をしていかなければなりません。

　さらに、最近の急激な宅地開発の増加に伴い、市街地に近い水田や畑地等も調査対象とする

緊急性が生じてきました。今後は沖積地の調査等も含め、アグレッシヴに動いていきたいと考

えております。沖積地は住宅地が多く、調査は困難が予想されますが、地道に続けていきたい

と思っております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　（田澤　淳逸）
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